
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
カメラ付き携帯電話から送信され第１の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びデ
ィジタル音声信号を受信する内蔵携帯電話送受信部と、
前記カメラ付き携帯電話から送られる指令を基にして制御を行う制御部と、
前記受信した第１の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を
伸長する第１のデータ伸長部と、
第２の圧縮処理でディジタル映像信号及びディジタル音声信号を圧縮する第２のデータ圧
縮部と、
前記第２の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を記録し再
生する記録再生部と、
再生した第２の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を伸長
する第２のデータ伸長部を備え、
前記カメラ付き携帯電話によって得られたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を
記録再生することを特徴とするディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項２】
前記第１のデータ伸長部と前記第２のデータ伸長部は信号処理回路を備え、前記第１のデ
ータ伸長部と前記第２のデータ伸長部の信号処理回路を共用化したことを特徴とする請求
項１記載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項３】
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前記第２の伸長処理により伸長されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を、第
１の圧縮処理で圧縮する第１の圧縮部を有し、
ディジタル映像信号及びディジタル音声信号をカメラ付き携帯電話に送信することを特徴
とする請求項１記載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項４】
映像信号の入力部と音声信号入力部と更に有し、前記カメラ付き携帯電話から送信された
ディジタル映像信号及びディジタル音声信号と前記入力された映像信号と音声信号のどち
らを記録するか選択する記録信号選択部を有することを特徴とする請求項１記載のディジ
タル映像音声記録再生装置。
【請求項５】
前記カメラ付き携帯電話から送信される音声により制御されることを特徴とする請求項１
記載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項６】
前記カメラ付き携帯電話のキーを押すことにより制御されることを特徴とする請求項１記
載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項７】
通話状態にあるカメラ付き携帯電話に対し、動作モードを音声によって応答することを特
徴とする請求項５または６記載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項８】
前記内蔵携帯電話送受信部は、着呼専用であることを特徴とする請求項１記載のディジタ
ル映像音声記録再生装置。
【請求項９】
前記内蔵携帯電話部への着呼を検出することにより、低消費電力動作モードより通常動作
モードへ移行することを特徴とする請求項１記載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項１０】
第１の圧縮処理がＭＰＥＧ４に準拠した処理であり、第２の圧縮処理がＭＰＥＧ２に準拠
した処理であることを特徴とする請求項１記載のディジタル映像音声記録再生装置。
【請求項１１】
携帯電話から送信され第１の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音
声信号を受信するステップと、
前記受信した第１の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を
伸長するステップと、
ディジタル映像信号及びディジタル音声信号を第２の圧縮処理で圧縮するステップと、
前記第２の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を記録媒体
に記録し再生するステップと、
再生した第２の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を伸長
するステップと、
前記各処理を前記携帯電話からの指令を基にして制御するステップ
を含むことを特徴とするディジタル映像音声記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ディジタル映像信号及びディジタル音声信号の無線電送並びにディジタル映像
信号及びディジタル音声信号を記録再生するディジタル映像音声記録再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、携帯電話が広く普及し、２０００年末からは動画像の送受信も可能となる高速デー
タ通信が可能なＩＴＭ－２０００のサービスも開始されようとしている。これにより、カ
メラ付きの携帯電話も登場し、通話者同士の顔だけで無く、遠隔地の風景等も自宅に送信
する事も可能となる。
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【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
外出先よりカメラ付きの携帯電話からの映像や音声を自宅に送り外出先からの制御によっ
て自宅で記録しようとした場合、従来の記録装置は録音のみ可能な留守録音対応の電話機
や公開特許公報（特開２０００－９２０８６号）に記載の留守番電話と記録装置をＩＥＥ
Ｅ１３９４インタフェースで接続する装置が知られている。
【０００４】
しかしながら、音声のみの記録であったり、ＩＥＥＥ１３９４インタフェース等の特別な
インタフェースが必要であったりした。また、記録した映像の確認や記録装置の遠隔制御
も困難であった。
【０００５】
本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、送信した音声付きの動画像を簡易に記
録再生できる低コストなデフィタル映像音声記録再生装置の提供を目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために、本発明は、カメラ付き携帯電話より送信され第１の圧縮処理
で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を受信する内蔵携帯電話送受信
部と、前記カメラ付き携帯電話から送られる指令を基にして制御を行う制御部と、前記受
信した第１の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を伸長す
る第１のデータ伸長部と、第２の圧縮処理でディジタル映像信号及びディジタル音声信号
を圧縮する第２のデータ圧縮部と、前記第２の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号
及びディジタル音声信号を記録し再生する記録再生部と、再生した第２の圧縮処理で圧縮
されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を伸長する第２のデータ伸長部を備え
、前記カメラ付き携帯電話によって得られたディジタル映像信号及びディジタル音声信号
を記録再生することにより、カメラ付き携帯電話によって得られたディジタル映像信号及
びディジタル音声信号をカメラ付き携帯電話より直接制御し、記録再生できる。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【０００８】
（第１の実施の形態）
図１は本発明の第１の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のブロック図で
ある。
【０００９】
図１において、１はカメラ付き携帯電話、２は液晶モニタ、３はカメラ、４は制御キー、
５はマイク、６はカメラ付き携帯電話のアンテナ、７はスピーカ、８はディジタル映像音
声記録再生装置（以下記録再生装置という）、９は記録再生装置８用のアンテナ、１０は
自身からは発呼機能を持たない着呼専用の内蔵携帯電話送受信部、１１は制御部、１２は
フロントパネル部、１３はＭＰＥＧ４の伸長を行う第１のデータ伸長部、１４はＭＰＥＧ
２の圧縮を行う第２のデータ圧縮部、１５は記録再生部、１６は記録可能な光ディスク、
１７はＭＰＥＧ２の伸長を行う第２のデータ伸長部、１８は映像音声出力部である。
【００１０】
以下に、図１を用いて本実施の形態の動作を説明する。
【００１１】
まず、カメラ付き携帯電話１のカメラ３とマイク５によって取り込まれた映像信号と音声
信号は、デジタル信号に変換後、第１の圧縮処理であるＭＰＥＧ４に準拠した圧縮方式に
よる圧縮処理が施され多重化後、誤り訂正符号が付加され、ディジタル変調されてアンテ
ナ６より送信される。
【００１２】
ディジタル映像信号及びディジタル音声信号を記録再生する記録再生装置８では、アンテ
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ナ９によってカメラ付き携帯電話１より無線電送されたＭＰＥＧ４の圧縮処理が施され、
多重化されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を受信後、内蔵携帯電話送受信
部１０において、ディジタル復調し、誤り訂正処理を行い、ＭＰＥＧ４による圧縮が施さ
れ多重化されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を第１のデータ伸長部１３へ
出力する。また、内蔵携帯電話送受信部１０では、カメラ付き携帯電話１の制御キー４の
どのキーが押されているかの情報を制御部１１へ出力する。
【００１３】
第１のデータ伸長部１３では、入力されたＭＰＥＧ４方式による圧縮処理が施され多重化
されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を伸長し、第２のデータ圧縮部１４へ
出力する。
【００１４】
第２のデータ圧縮部１４では、入力されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を
ＭＰＥＧ２の圧縮方式により圧縮し、多重化して記録再生部１５へ出力する。
【００１５】
記録再生部１５では制御部１１の制御に基づき多重化されたディジタル映像信号及びディ
ジタル音声信号に誤り訂正符号を付加し、ディジタル変調を施して記録可能な光ディスク
１６に記録する。
【００１６】
再生時は、光ディスク１６より再生したディジタル映像信号及びディジタル音声信号をデ
ィジタル復調した後に誤り訂正処理を行い、多重化されたディジタル映像信号とディジタ
ル音声信号の状態で第２のデータ伸長部１７に出力する。
【００１７】
第２のデータ伸長部１７では、ＭＰＥＧ２方式による圧縮処理が施され多重化されたディ
ジタル映像信号とディジタル音声信号を分離し、それぞれにＭＰＥＧ２方式の伸長処理を
行い映像音声出力部１８へ出力する。映像音声出力部１８では、ディジタル映像信号及び
ディジタル音声信号をＤＡ変換しアナログ信号として出力する。
【００１８】
記録再生装置８の記録、停止、再生等の制御に関して以下に説明する。
【００１９】
まず、制御部１１は、記録再生装置８の制御をフロントパネル部１２からの指令（図１の
ａ）及びカメラ付き携帯電話１の押された制御キー４の情報（図１のｂ）又は押された制
御キー４の情報とカメラ付き携帯電話１からの音声よる指令（図１のｃ）により行うこと
ができる。
【００２０】
制御部１１は、フロントパネル１２より入力されるフロントパネル１２上の制御切替えキ
ーの指令によりフロントパネルからの指令を優先するか、カメラ付き携帯電話１の押され
た制御キー４による指令又は押された制御キー４の情報とカメラ付き携帯電話１からの音
声よる指令を優先するかを選択する。
【００２１】
フロントパネル１２からの指令を優先する場合、カメラ付き携帯電話１からの指令は無視
される。この場合、フロントパネル１２上の停止キー、再生キー、記録キー等の指令に基
づき記録再生部１５へ動作モード制御信号を出力する。
【００２２】
また、カメラ付き携帯電話１の押された制御キー４による指令又は押された制御キー４の
情報とカメラ付き携帯電話１からの音声よる指令を優先する場合、フロントパネル１２上
の制御切替えキーの指令以外のフロントパネル１２からの指令を無視する。
【００２３】
カメラ付き携帯電話１の制御キー４による指令によって制御する場合、予め、キー番号０
は停止、キー番号１は記録、キー番号２は再生等と定義しておき、内蔵携帯電話送受信部
１０よりカメラ付き携帯電話１で何番のキーが押されているかの情報に基づいて記録再生
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部１５へ制御信号を出力する。
【００２４】
また、例えば、キー番号９が押されている間に入力されたディジタル音声信号は、音声に
よる指令であると定義しておき、キー番号９が押されている間に入力されたディジタル音
声信号に対し音声認識処理を行い、予め定められたキーワード「停止」、「再生」、「記
録」等の指令を認識し、指令に基づいて記録再生部１５へ制御動作モード信号を出力する
。
【００２５】
また、例えば、一定時間記録再生を行わない時は制御部１１より各処理部へクロックを停
止する、または動作電圧を下げるなどの低消費電力モードへ移行していた記録再生装置８
を内蔵携帯電話送受信部１０のカメラ付き携帯電話１からの着呼情報（図１のｄ）により
前記各処理部を通常動作モードへ移行するようにスリープモード制御信号を出力する。
【００２６】
また、例えば、キー番号８が押された時は、記録再生装置８の動作モードを示す指示信号
を内蔵携帯電話送受信部１０へ出力する。内蔵携帯電話送受信部１０は、指示されたモー
ドに対応した予め圧縮されていた動作モードを伝える音声データをカメラ付き携帯電話１
へ送信する。
【００２７】
カメラ付き携帯電話１では、前記動作モードを伝える音声データを伸長する事により記録
再生装置８の動作モードを確認できる。
【００２８】
（第２の実施の形態）
図２は本発明の第２の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のブロック図で
ある。
【００２９】
図２において、１９はＭＰＥＧ４方式の伸長を行う第１のデータ伸長部と、ＭＰＥＧ２方
式の伸長を行う第２のデータ伸長部の信号処理回路を共用化したデータ伸長部、２０はＭ
ＰＥＧ４の方式により圧縮する第１のデータ圧縮部である。
【００３０】
また、１から１２、１４から１６及び１８は第１の実施の形態と基本的な機能は同一であ
るので、同一の番号を付し、同一の機能についての詳細な説明は省略する。
【００３１】
以下に、図２を用いて本実施の形態の動作を説明する。
【００３２】
カメラ付き携帯電話１のカメラ３とマイク５によって取り込まれた映像信号と音声信号は
、デジタル信号に変換後、第１の圧縮処理であるＭＰＥＧ４の圧縮方式による圧縮処理が
施され、多重化後、誤り訂正符号が付加され、ディジタル変調されてアンテナ６より送信
される。
【００３３】
記録再生装置８では、アンテナ９によってカメラ付き携帯電話１から送信されたＭＰＥＧ
４の圧縮方式による圧縮処理が施され多重化されたディジタル映像信号及びディジタル音
声信号を受信後、内蔵携帯電話送受信部１０において、ディジタル復調し、誤り訂正処理
が施され、ＭＰＥＧ４による圧縮処理が施され多重化されたディジタル映像信号及びディ
ジタル音声信号をデータ伸長部１９へ出力する。また、内蔵携帯電話送受信部１０では、
カメラ付き携帯電話１の制御キー４のどのキーが押されているかの情報を制御部１１へ出
力する。
【００３４】
次に、データ伸長部１９の動作を図３を用いて説明する。
【００３５】
図３において、３１は伸長処理回路、３２はワークＲＡＭ、３３は命令ＲＯＭ、３４は入
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力データを切り替える第１のセレクタ、３５は出力データを切り替える第２のセレクタで
ある。
【００３６】
データ伸長部１９では、制御部１１より入力される動作モード制御信号によって、使用す
る命令ＲＯＭ３３の領域を切り替えることにより、記録時と再生時の伸長処理方式を切り
替える。また前記動作モード制御信号により、ＭＰＥＧ４方式による圧縮処理が施され多
重化されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号とＭＰＥＧ２方式による圧縮処理
が施され多重化されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号をセレクタ３４で切り
替えて伸長処理回路３１に入力する。
【００３７】
伸長処理回路３１は、記録時は入力されたＭＰＥＧ４方式による圧縮処理が施され多重化
されたディジタル映像信号とディジタル音声信号をそれぞれ分離し、ワークＲＡＭ３２に
保存後、それぞれにＭＰＥＧ４方式の伸長処理を施す。
【００３８】
伸長されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号は、第２のセレクタで前記動作モ
ード制御信号により選択され第２のデータ圧縮部１４へ出力される。
【００３９】
また、再生時は記録再生部１５より入力されたＭＰＥＧ２方式による圧縮処理が施され多
重化されたディジタル映像信号とディジタル音声信号とをそれぞれ分離し、同じくワーク
ＲＡＭ３２に保存後、それぞれにＭＰＥＧ２方式の伸長処理を行う。
【００４０】
伸長されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号は、第２のセレクタで前記動作モ
ード制御信号により選択され、映像音声出力部１８及び第１のデータ圧縮部２０へ出力さ
れる。
【００４１】
第２のデータ圧縮部１４では、入力されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を
ＭＰＥＧ２の圧縮方式により圧縮し、多重化して記録再生部１５へ出力する。
【００４２】
記録再生部１５では制御部１１の制御に基づき、多重化されたディジタル映像信号及びデ
ィジタル音声信号に誤り訂正符号を付加し、ディジタル変調を施して記録可能な光ディス
ク１６に記録する。
【００４３】
再生時は、光ディスク１６より再生したディジタル映像信号及びディジタル音声信号をデ
ィジタル復調後に誤り訂正処理を行い、多重化されたディジタル映像信号及びディジタル
音声信号の状態でデータ伸長部１９に出力する。
【００４４】
データ伸長部１９では、前述したようにＭＰＥＧ２方式による圧縮処理が施され多重化さ
れたディジタル映像信号とディジタル音声信号を分離し、それぞれにＭＰＥＧ２方式の伸
長処理を行い映像音声出力部１８と第１のデータ圧縮部２０へ出力する。映像音声出力部
１８では、ディジタル映像信号及びディジタル音声信号をＤＡ変換し、アナログ信号とし
て出力する。
【００４５】
第１のデータ圧縮部２０は、入力されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号をＭ
ＰＥＧ４の圧縮方式により圧縮し、多重化して内蔵携帯電話送受信部１０へ出力する。
【００４６】
内蔵携帯電話送受信部１０は、入力されたＭＰＥＧ４方式による圧縮処理が施され多重化
されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号に誤り訂正符号を付加し、ディジタル
変調を施し、アンテナ９より送信する。
【００４７】
カメラ付き携帯電話１では、受信したＭＰＥＧ４による圧縮処理が施され多重化されたデ
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ィジタル映像信号及びディジタル音声信号をディジタル復調し、誤り訂正処理を行う。
【００４８】
この後、ディジタル映像信号及びディジタル音声信号を分離し、それぞれにＭＰＥＧ４方
式の伸長を施す。伸長されたディジタル映像信号は、ＤＡ変換された後、液晶モニター２
へ送られ表示される。また、伸長されたディジタル音声信号はＤＡ変換された後、スピー
カ７に送られる。
【００４９】
記録再生装置８の記録、停止、再生等の制御に関しては、制御部１１の動作は前述の第１
の実施の形態と同様である。
【００５０】
（第３の実施の形態）
図４は本発明の第３の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のブロック図で
ある。
【００５１】
図４において、２２は記録信号を選択する記録信号選択部、２３はディジタル映像信号入
力部、２４はディジタル音声信号入力部である。尚、１～１２、１４～１６及び１８、１
９は、第１の実施の形態と基本的な機能は同一であるので、同一の番号を付し、同一の機
能についての詳細な説明は省略する。
【００５２】
以下に、図４を用いて本実施の形態の動作を説明する。
【００５３】
カメラ付き携帯電話１のカメラ３とマイク５によって取り込まれた映像信号と音声信号は
、デジタル信号に変換後、第１の圧縮処理であるＭＰＥＧ４の圧縮方式による圧縮処理が
施され、多重化後、誤り訂正符号が付加され、ディジタル変調されてアンテナ６より送信
される。
【００５４】
記録再生装置８では、アンテナ９によってカメラ付き携帯電話１より無線電送されたＭＰ
ＥＧ４の圧縮方式による圧縮処理が施され多重化されたディジタル映像信号及びディジタ
ル音声信号を受信後、内蔵携帯電話送受信部１０において、ディジタル復調し、誤り訂正
処理を施し、ＭＰＥＧ４による圧縮処理が施され多重化されたディジタル映像信号及びデ
ィジタル音声信号をデータ伸長部１９へ出力する。
【００５５】
また、内蔵携帯電話送受信部１０では、カメラ付き携帯電話１の制御キー４のどのキーが
押されているかの情報を制御部１１へ出力する。
【００５６】
データ伸長部１９では、第２の実施の形態で述べたように、制御部１１より入力される動
作モード制御信号により、記録時と再生時の伸長処理方式を切り替える。
【００５７】
記録時は入力されたＭＰＥＧ４方式による圧縮処理が施され多重化されたディジタル映像
信号とディジタル音声信号をそれぞれ分離し、それぞれにＭＰＥＧ４方式の伸長を施し記
録信号選択部２２へ出力される。
【００５８】
また、再生時は記録再生部１５より入力されたＭＰＥＧ２方式による圧縮処理が施され多
重化されたディジタル映像信号とディジタル音声信号をそれぞれ分離し、それぞれにＭＰ
ＥＧ２方式の伸長処理を行う。伸長されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号は
、映像音声出力部１８へ出力される。
【００５９】
記録信号選択部２２では、制御部１１から入力される記録信号選択制御信号によってデー
タ伸長部１９から入力されるディジタル映像信号及びディジタル音声信号を記録するか、
ディジタル映像信号入力部２３から入力される入力ディジタル映像信号とディジタル音声
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信号入力部２４から入力される入力ディジタル音声信号を記録するか選択し、第２のデー
タ圧縮部１４へ出力する。
【００６０】
第２のデータ圧縮部１４では、入力されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を
ＭＰＥＧ２の圧縮方式により圧縮し、多重化して記録再生部１５へ出力する。
【００６１】
記録再生部１５では制御部１１の制御に基づき多重化された圧縮ディジタル映像信号及び
圧縮ディジタル音声信号に誤り訂正符号を付加し、ディジタル変調を施して記録可能な光
ディスク１６に記録する。再生時は、光ディスク１６より再生した圧縮ディジタル映像信
号及び圧縮ディジタル音声信号をディジタル復調した後に誤り訂正処理を行い、多重化さ
れたディジタル映像信号及びディジタル音声信号の状態でデータ伸長部１９に出力する。
【００６２】
データ伸長部１９では、前述したように再生時はＭＰＥＧ２方式による圧縮処理が施され
多重化されたディジタル映像信号とディジタル音声信号を分離し、それぞれにＭＰＥＧ２
方式の伸長処理を行い映像音声出力部１８へ出力する。映像音声出力部１８では、ディジ
タル映像信号及びディジタル音声信号をＤＡ変換し出力する。
【００６３】
記録再生装置８の記録、停止、再生等の制御に関しては、制御部１１の動作は前述の第１
の実施の形態と同様である。記録信号の選択を行う記録信号選択制御信号は、前記記録、
停止、再生等の制御と同様にフロントパネル１２上の記録信号選択キー又はカメラ付き携
帯電話１の制御キー４の指令定義により制御部１１より記録信号選択部２２へ出力される
。
【００６４】
なお、上記各実施の形態における説明では、第１の圧縮及び伸長方式をＭＰＥＧ４とし、
第２の圧縮及び伸長方式をＭＰＥＧ２としたが、本発明はこれらの方式に限定されるもの
ではない。また、映像と音声で異なる方式であっても良い。また、記録媒体として記録可
能な光ディスクを用いたが、磁気ディスク、磁気テープ、半導体メモリであっても良い。
【００６５】
【発明の効果】
以上のように、本発明によれば、カメラ付き携帯電話によって得られたディジタル映像信
号及びディジタル音声信号をカメラ付き携帯電話より直接制御し、記録再生できる。
【００６６】
また、第１の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信号を伸長す
る信号処理回路と第２の圧縮処理で圧縮されたディジタル映像信号及びディジタル音声信
号を伸長する信号処理回路を共用化したことにより、回路規模を削減できる。
【００６７】
また、第１の圧縮処理で圧縮する機能を有しており、再生したディジタル映像信号及びデ
ィジタル音声信号をカメラ付き携帯電話に送信できる。
【００６８】
また、映像信号の入力部と音声信号入力部とを有することにより、カメラ付き携帯電話か
ら送られてくるディジタル映像信号及びディジタル音声信号以外に、外部より入力される
映像信号と音声信号を記録再生できる。
【００６９】
また、カメラ付き携帯電話より送られる音声により、ディジタル映像信号及びディジタル
音声信号記録再生装置を制御できる。
【００７０】
また、カメラ付き携帯電話のキーを押すことにより、ディジタル映像信号及びディジタル
音声信号記録再生装置を制御できる。
【００７１】
また、通話状態にあるカメラ付き携帯電話に対し、ディジタル映像信号及びディジタル音
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声信号記録再生装置の動作モードを音声によって応答する事により、遠隔地で動作モード
の確認ができる。
【００７２】
また、内蔵携帯電話送受信部を着呼専用とすることにより回路規模の削減と着呼発呼可能
な通常の携帯電話の契約料金と比べて安価とするサービスを提供できる。
【００７３】
また、内蔵携帯電話部への着呼を検出することにより、低消費電力動作モードから通常動
作モードへ移行することによって、ディジタル映像信号及びディジタル音声信号記録再生
装置に低消費電力動作モードを設けることができる。
【００７４】
また、第１の圧縮処理がＭＰＥＧ４方式、第２の圧縮処理がＭＰＥＧ２とすると、ＭＰＥ
Ｇ２の圧縮方式を用いて映像と音声の記録再生を行うＤＶＤレコーダにＭＰＥＧ４の圧縮
方式を用いて映像と音声の電送を行う携帯電話を組み込むという事が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のブロック図
【図２】本発明の第２の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のブロック図
【図３】本発明の第２の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のデータ伸長
部のブロック図
【図４】本発明の第３の実施の形態に係るディジタル映像音声記録再生装置のブロック図
【符号の説明】
１　カメラ付き携帯電話
８　ディジタル映像音声記録再生装置
１０　内蔵携帯電話送受信部
１１　制御部
１２　フロントパネル部
１３　第１のデータ伸長部
１４　第２のデータ圧縮部
１５　記録再生部
１７　第２のデータ伸長部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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